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練馬工業高校 

地震発生後一時校庭に生徒を避難させ、その後帰

宅可能な生徒を送り出し、46 名と教員何名かが学校

宿泊。翌朝帰宅させたそうです。 

古い校舎なので１階玄関横渡り通路上より多尐外

壁が崩れて２階の職員室からＢ棟に向かう渡り通路

は亀裂が生じたようです。 
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3 月 11 日に発生しました大震災により、 

亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。 

また、被災された地域の皆さま、 

その家族の方々に心よりお見舞い申し上げます。 

 

11 日、都立高校は帰宅困難者の避難場所として 

解放されました。 

その他、さまざまな対忚がなされたことを記録とし

て留めておきたいと考えました。 

寄せられた声を紹介いたします。 

豊島高校 

帰宅出来ない生徒 55 人を学校に泊まらせ、学校に

常備してある非常用毛布と非常食でしのぎました。 

12 日午前 10 時に帰宅完了。 

12 日の卒業式を 13 日に延期。 

12 日に行われていたら、夕方から祝う会を予定して

いたサンシャインが、地震の被害で休館になり、祝う

会は中止になりました。 

学校の建物被害はありません。 

飛鳥高校 

当日は午前中卒業式で、夕方から学校近く

の会場で卒業を祝う会を予定していたのです

が、残念ながら中止いたしました。 

学校の建物は大丈夫でしたが、帰宅出来な

い生徒が 50 名位学校に泊まりました。 

農芸高校 

帰宅困難者の避難

場所( 毛布配布) 。卒業

式延期(12 日→13日) 。

生徒 12 名、教職員 35

名学校宿泊。 

帰りたい生徒がい

るかもしれないと思

い、車で学校へ向かっ

たが、渋滞で到着が 23

時だったので、生徒は

「 も う 寝 か し た ( 校

長) 」という事で、そ

のまま家へ帰って来

ま し た 。 役 立 た ず

( 笑) 。 

小石川高校 

14～16 日は休校となり、17 日からまず午前授業が再開され

ました。 

15 日卒業式は 23日に延期になりました。 

学校ではＰＴＡ加入の「ケータイ連絡網」が活用されていま

す。地震のあった 11日は 3～4 時間遅れの着信もありましたが

…。 

当日夜は備えの乾パン支給、保護者が迎えにいけず泊まりま

した。生徒には毛布配布。翌朝は、家庭科先生ほかに備蓄米と

缶詰( たぶん) を調理していただき、お粥がふるまわれたそうで

す。帰宅難民受入れについては把握していませんが、( 不忍通

りに面している) 所在地と時間帯からいって通過する人が多か

ったかと…。東京は電車が全て止まって大混乱。道路を含めラ

イフラインが生きていたので冷静にいられましたが。むしろ今

がたいへんです…。 

田柄高校 

体育館と校舎棟

を結ぶ渡り廊下の

接合部分が一部遊

離した。構造上、問

題ないと都から連

絡があり、通行可能

とする予定です。 

教室等の壁面に亀

裂。 

ガラス棚が倒れ

てガラスの破損が

数ヶ所あります。 

3 月 11 日は教員

が 12 名宿泊。生徒

が三年生 6 名宿泊

しました。 

文京高校 

特に、被害はありませんでした。 

14 日は、一部公共交通機関の運休により自

宅学習となりましたが、15日からは 9 時 30分

12時 30分まで、時間割にある授業を実施した

そうです。 

http://www.tokopren.com/index.php


 

 

大泉高校 

大泉高校の卒業式は 1 日延期になり、時間も午後

に変更され、挙行されました!!  

卒業式終了後は『東京一帯に停電のおそれ！』と 

学校から放送が入り、卒業生たちは、友達や後輩と

別れを惜しむ間もなく下校させられてしまいまし

た。 

さて、学校の被害ですが、建増した校舎の繋ぎ目

に亀裂が入ったそうです。ＰＴＡが使っている部屋

のキャビネット上段が落下し、中身が散乱していま

した。誰もいなくて良かったです。机の引き出しも

開いて、印刷機が移動していました。 

武蔵丘高校 

被害はありませんでした。 

17 日と 18日は、臨時休校にしました。 

卒業式は 19 日に延期されました。 

駒場高校 

14、15 日は自宅待機、16 日は 9 時～12 時のみの

授業で帰ってきました。 

そして、17日は、また自宅待機となりました。 

五日市高校 

停電の中、定時制の卒業式が挙行されました。 

板橋高校 

一棟と二棟の間の渡り廊下にずれが生じていま

す。部室棟に一部亀裂が見られます。その他、細か

いところを調査中です。 

当日、学校解放されましたが、一般の方々は来ら

れず。卒業生 3 名が家に帰れないため学校に戻り、

電車が動き始めるまで滞在しました。 

鷺宮高校 

地震発生時は２学年部主催の沖縄舞踊エイサー鑑

賞会の最中でした。生徒は保護者に迎えに来てもら

って帰宅となりましたが、交通機関の乱れで保護者

が迎えに来られない生徒は泊まりになりました。約

70 名が宿泊したようです。この日は避難場所として

も学校を開放しましたが、帰宅困難者等が実際に使

用したかどうかは不明です。 

エイサー鑑賞会に来た保護者も帰宅の足がなくな

り徒歩で 3 時間かけて帰宅した方もいました。 

週明けの月曜日から水曜日は在校生は休校となり

ました。卒業生は 15日に卒業予行等で登校しました。 

鷺宮高校は改築中で体育館完成が 4 月以降になっ

てしまったので、卒業式を本来 3 月 10 日から 3 月 16

日に変更し、練馬文化センターで実施することとな

っていましたが、練馬文化センターが電力事情によ

り 3 月のイベントを全てキャンセルしたため、卒業

式を延期することとしました。 

会場の確保が問題でしたが、3 月 20 日（日）に武

蔵丘高校体育館を貸していただけることとなり、武

蔵丘高校で卒業式を迎えます。 

また卒業対策委員会が企画していた「卒業を祝う

会」は、会場が練馬文化センターということで例年

とは異なる事情を例年の数倍の時間をかけたメン 

バーの努力で解決し、全ての準備を整えていました

が、中止することとなり、その予算を被災地への義

援金とする方向で検討中です。 

また新入生召集日も練馬文化センターで実施する

予定でしたが、これも中止となりました。 

ＰＴＡの新入会員募集の説明は入学式のみとなり

ます。その入学式も練馬文化センターで実施する予

定ですが、借りられなくなった場合を想定して学校

側が他校使用の可能性を検討中です。 

井草高校 

3 月 19 日、地震で延期になった卒業式が行われま

した。体育館が一部損壊したので、視聴覚室で２ク

ラスずつ３交代で行いました。校長先生の感動的な

お話を３度も聞くことができました。 

その後、卒業生全員がテニスコートに集まり、歌

をうたい、送辞・答辞と続きました。 

なかなか経験できない卒業式になったのではない

でしょうか！ 

地震当日は、帰れなくなった生徒数名と校長先生

を含む先生数名が学校に一泊したそうです。 翔陽高校 

大きな地震のあった 3 月 11 日は、第 4 期生卒業式

の翌日でした。学校には帰宅できない生徒 13 名と、

教職員 17名が宿泊されました。最寄の駅まで行って、

電車が動いておらず途方にくれている生徒を探しに

先生方が駅周辺に見回りに行ったり、夜遅く、ＰＴ

Ａ役員が学校に差し入れを持って訪問し、深夜に動

き出した京王線で帰宅可能な先生を駅まで送ったり

しました。 

学校近くのコンビニ（ファミリーマート）からは、

生徒たちが帰宅できずに学校に泊まっていることが

わかると、夜、食料の差し入れをして頂き、また翌

朝には、校内でパン販売をお願いしているファリー

ヌより、朝食を提供して頂きました。生徒も先生方

も、大変喜んでいたとのことです。 

翌朝、電車が動き出すまで、余震の中、先生、生

徒は学校で寒い夜をすごしていましたが、12日（土）

午後には全員が無事帰宅しました。 

野津田高校 

体育館ステージの天井の梁のコンクリートが落下

（人間の頭くらいのコンクリ片がいくつか）。 

現在、業者に安全確認及び復旧作業をしてもらっ

ているところ。 

校舎と体育棟への渡り廊下の繋ぎ目が破損。これ

は、わざとゆるく繋ぐことで建物がヨジれ倒れない

ようにするため予想の範囲内の破損であったと説明

ありました。 

※只今体育館が使用不可のため 3 月 24 日（木）に予

定していた新入生指導日の延期が決定しています。

今後また体育館で行う行事が変更になる可能性あ

り。（セイフティー教室⇒別のものに変える可能性。 

終了式⇒全ての学年が集まれる場所がないため、ま

たグラウンドでは寒いので…生徒が教室にて放送を

聞くという形にする可能性が高いとのこと） 

東日本大震災 ～都立高の対応は～ 



清瀬高校 

翌日が卒業式の予定で、2 年生と一緒にリハーサル

を行ない 3 年生が残って練習している最中に地震が

おきました。夏に耐震工事が終了していたおかげで、

建物に被害はなく生徒も誰も怪我をすることはあり

ませんでした。校庭では、サッカー、野球、ソフト

テニス等の部活が活動中でしたが、全く気がつかず

に練習し周りが騒ぎだして初めて避難したそうで部

活の活発な清瀬らしいと、笑ってしまいました。 

昨年度から、一斉メールを取り入れ、今年再三副

校長に学校からの発信に使用して欲しい旨を伝え、

やっと１、2 度使ってくれていました。そこに、地震

だったため頻繁に現状を発信してくれていました。 

といっても、娘の携帯には受信するのに私のドコ

モの携帯はずっと圏外のままで、役に立たなかった

のですが。毎朝、停電のことも電車のこともあり、7

時の時点で授業をやるか発信してくれており、大変

役にたっています。地震当日、学校に待機命令が出

たため、6 時半の時点で 180名の生徒が学校にいまし

た。 

親が迎えに行ったりと最終的には 40名ほどの生徒

が泊ったそうです。 

一般の方が数人いらしたそうですが、西武線が早

めに動きだしたので泊る方はいなかったそうです。

卒業式は 19 日土曜に延期されました。無事に挙行さ

れるといいのですが。 

東村山高校 

震災日当日ですが、数名の生徒が学校で宿泊、翌

日電車が動いてから、無事帰宅しました。 

また、校長先生は、11 日から学校と近隣のホテル

に宿泊しています。学校は 16 日から休校となってい

ましたが、17 日からは先生方が学校に来て、今後の

対忚を含め、意欲的に活動しています。 

北園高校 

美術室の棚の備品が壊れました。 

東京都からの要請で帰宅困難者に武道場を開放し

ました。40 人弱の方々が宿泊されました。電気コン

ロ・毛布・水や乾パンなどの提供をされたそうです。 

又、帰宅出来なかった１年生の子ども達が 30 人弱 

やはり学校の和室・保健室に宿泊し、可愛い子ども

達の食事の買い出しに、校長先生がいらっしゃいま

した( ３年生は 8 日に卒業しました) 。 

更に大変だったのは修学旅行で沖縄に行っていた

２年生。11日 帰宅予定でしたが、空港に集合した後

地震。飛行機の中で待機しましたが飛行中止になり、

日付が代わった真夜中にホテルへ移動。ホテル探

し・値引き交渉・送迎バスチャーター・子ども達の

体調管理、そして翌日の飛行機の手配。副校長先生

を始め先生方苦心の甲斐あり、一行およそ 330 名は

怪我・病気もなく２便に別れて夕方前には元気に帰

って参りました。11 日に学校に宿泊した先生方は、

子ども達の携帯で連絡がとれなかった修学旅行生の

お宅に、３時間以上かけて１軒１軒お電話で無事を

知らせました。 

東大和南高校 

当日は特に被害はありませんでしたが、20時 30 分

現在、全ての家庭と連絡が取れお迎え待ちの状態で

した（18 名）。 

全ての生徒が方面別に保護者の車に乗り合わせて

帰宅できました。 

12 日（土）の卒業式が 13日（日）に延期になり無

事に終了しました。 

翌日の 14 日は計画停電の影響で休校となりまし

た。 

青井高校 

本日学校にて理事会があり、校長のお話を聞いた

ところ、本校は水道管が破裂したそうです 

怪我人は、無しでした。電車を使う生徒が帰宅で

きず、８名程学校に宿泊したそうです。そんな中、

本校の生徒からの申し出で、募金をしようとの話が

あがっています。ＰＴＡからも、尐ない額ですが、

義援金を被災地に送ることになりました。 

大山高校 

地震当日時、学校運営委員会のため大山高校にい

た会長は帰宅困難者となり、7 時間かかって夜の 11

時 30 分に家にたどり着きました。 

生徒達も女子５人程、帰宅困難のため学校に泊ま

ったようです。学校の建物には被害はありませんで

したが、地震時、屋上のプールの水がこぼれたと聞

きました。月曜日からの登校は時間をずらすなどの

措置がとられていました。実は先生方が一番大変で、

副校長はご自宅が舞浜( ディズニーランドの最寄り

駅) のため、液状化で壁が傾き、水とガスは止まって

いるそうです。 

東日本大震災 ～都立高の対応は～ 

小川高校 

★地震発生のその時・・・・ 

小川高校は 11日の 14 時 46 分、３学年は卒業式の

予行をしていました。地震が起きても生徒たちは騒

ぎ出さなかったと校長先生から聞きました。 

３学年は体育館で待機、グラウンドで部活中の生

徒はグラウンド中央に集め、2 回目の余震の後、帰宅

指示となりました。電車が動いていなくて帰宅でき

ない生徒は学校に残っていましたが、同じ方向の先

生と帰ったり、家族が迎えに来て何とか帰宅できた

ようです。この地震での小川高校の人的被害は「０」

でした。 

校舎は天井の一部が剥がれていたり、レンガの外

階段にヒビが入っていたりという被害あり。 

★卒業式延期！ 

地震のため、当初予定していた卒業式が 3 月 12日

（土）から 13日（日）13：00に延期となりました。 

午前中に弱い地震がありましたが、式典は何事も

なく終了しました。式典前に参列者全員で震災で亡

くなられた方に黙とうをささげました。 



平成 23年 3 月 17日 

都高Ｐ連加盟校 ＰＴＡ会長 各位   

東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会 

会長 高橋多佳子 

  3 月 11 日午後 東北地方は大きな地震に見舞われまし

た。加盟各校の皆様においても、ご自身やご親戚、知人に被

災された方もいらっしゃるのではないでしょうか。お見舞い

申し上げるとともに、被災地が一日も早く復興されて、穏や

かな日々が戻ってきますようにと祈るばかりです。 

 大震災の罹災状況が明らかになるにつれ、これまで経験し

たことのない未曾有の大災害であったことがわかってまい

りました。そして、被災した高校もある中で、学校が重要な

避難所の一つとして、先生方、生徒が共に被災者の支援を行

っている姿が日々報道されております。 

 昨年の夏の 60 回全国大会は、全国の会員のご支援・ご協

力をいただいて成功させることができたことを忘れてはな

らないと思います。 

 今まさに、各単位ＰＴＡで支援に向けた動きが始まる中

で、「都立富士高では年度末役員会で、今年度の未執行分の

予算を、被災地の学校の支援の義援金に回すことを役員チー

ムで検討している。都高Ｐには思いを同じにする都立高との

取りまとめと、現地公立高との橋渡しをお願いしたい」との

お話をいただき、その思いに感銘いたしました。 

 同時に、全国高等学校ＰＴＡ連合会から案内が届きまし

た。都高Ｐ連は全国高等学校ＰＴＡ連合会の取り組みに賛同

し、連携して義援金の募集を開始します。 

 皆様の心からのご支援を取りまとめてまいりますのでご

協力をお願いいたします。全国高等学校ＰＴＡ連合会からの

「義援金活動文書（趣意書）」を右に掲載します。 

 都高Ｐ連への振込先については、決まり次第、速やかにＨ

Ｐ掲載し、お知らせします。 

                                                   

東日本大震災 ～都立高の対応は～ 

町田高校 

定期テストの最終日でした。 

テストが終わって部活や放課後学校に残っていた

生徒達は全員避難、交通機関が再開するまで学校に

宿泊しました（宿泊人数は不明）。 

定時制用の給食をいただき、食堂などで朝まで過

ごし、保護者の迎えや自分たちで安全を確認の上帰

宅。また本校は午後 9 時半頃から町田市の一時待機

施設としても開放されました。 

農業高校 

午前のみの授業日程だったため、地震の時は部活

中の生徒と教職員が残っていたそうです。 

多摩地域の帰宅可能範囲の生徒は下校。都心寄り

り通学の生徒と教職員等 50 数名の方が、教室などを

使い宿泊となりました。大きな混乱はなく、無事次

の日には帰宅したそうです。 

現在は、計画停電に合わせて休校措置を日によっ

て行っている状況です。 

22 全高Ｐ連第336 号 

平成23 年3 月15 日 

各都道府県市高等学校ＰＴＡ連合会 会長 殿 

（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会 

会 長 髙 間 專 逸 

（公印省略） 

 

東日本大震災害義援金の募集活動について（趣意書） 
 

平素から、本連合会の活動にご支援ご協力を賜り、厚く御礼を申し上

げます。 

さて、すでにご存知のように、3 月11 日午後2 時45 分ころ、東北地

方太平洋沿岸を震源とするマグニチュード9.0 という千年に1 度の大規

模な地震が発生し、この地震に伴う巨大津波が太平洋沿岸を襲いました。

この災害によって多くの方が被災され、亡くなられた方、避難された方

の数は史上希にみる状況です。また、家屋、公共施設をはじめ、自治体

そのものが流され、そして多くの市町村が壊滅状態になりました。 

全高Ｐ連として、このような災害に遭われた高等学校、高校生及び保

護者、教育関係機関に対し心からお見舞い申し上げます。 

こうした状況を鑑みて、全高Ｐ連は広く義援金を募り、東北地区を中

心とした高等学校ＰＴＡ連合会に贈呈し、教育支援のため活用していた

だくよう義援金の募集を決定しました。本趣意書にご賛同いただいて、

全高Ｐ連の義援金募集活動にご協力くださいますようお願い申し上げま

す。 

尚、すでに、県によっては独自の活動に取り組んでいる所もあると思

います。その場合は柔軟にご対忚ください。 

 

義援金収集方法 

１．各都道府県市高等学校ＰＴＡ連合会で集約→全高Ｐ連の義援金口座 

または、単位ＰＴＡから直接→全高Ｐ連の義援金口座 

２．締め切り 平成２３年５月２０日（金） 

３．各単Ｐに通知される場合は、各都道府県市高Ｐ連事務局にお任せ致 

します。 

                                            

 町田の高校生、駅前募金活動 （読売新聞 2011.3.16 掲載） 
「東日本巨大地震の被災者を支援しようと、町田市内に在住、在学している高校生有志が、小田急、ＪＲ町田駅前で募金活

動をしている。学校の休みの日や放課後を利用し、当分の間続けるという。14日から活動しているのは、同市内の都立山崎、

町田、小川、成瀬高校などの約 60人。奥秋季果代表（17）（日体荏原高校２年）は「地震報道を見て、今私たちにできること

は募金活動と思った」と話している。寒空に響く高校生たちの「募金をお願いします」「被災者を励ましましょう」の呼びか

けに、道行く人は「頑張ってね」と声をかけながら、募金していた。２日間で約 240万円の善意が集まった。」 

  農業高校   
生徒支援用にと文化祭のバザーの売り上げなどを毎年準備していますが、その中から義援金として 2万 443円を募金いたし

ました。 

今回声を寄せてくれた学校はターミナルや大きな乗換駅にある学校ではなかった。しかし、多人数の帰宅難民を受け入れ

た都立校では、非常食・毛布が多量に必要となった。学校運営連絡協議会の際にしばしば話題に上るのが災害時の備蓄の

ことである。生徒分の毛布・非常食が用意されているものの、一般用の非常食や毛布は準備されてはいないとは伺ってい

た。しかし、避難者は温かい食事と毛布を期待してくる。もし、春休み中でなかったら、教職員が少ない時間帯や休日の

発生だったら対応できただろうかとは、都立芝商業高校（港区）の副校長の言葉である。学校が帰宅難民にとって大事な

場所になったことがよくわかったことで、課題が顕在化したといえる。今後、都高Ｐも考えていくべき点である。 

（参考：読売新聞 教育ルネッサンス 2011.3.19） 

今後の課題 



 

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
テ
ー
マ
を
「
家
庭
・
学

校
・
地
域
・
社
会
と
の
連
携
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
よ
う
～
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
元
気

に
な
る
と
子
供
も
学
校
も
元

気
に
な
る
～
」
と
し
、
講
師
に

宮
木
い
っ
ぺ
い
氏
を
お
迎
え

し
て
「
講
演
」・「
参
加
者
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
行
い

ま
し
た
。 

 

宮
木
氏
に
は
昨
年
夏
に
開

催
さ
れ
た
第
六
〇
回
全
国
大

会
東
京
大
会
の
第
一
分
科
会

「
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
に
助

言
者
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

き
、
地
域
づ
く
り
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

の
豊
富
な
ご
経
験
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
担
う
役
割
と
そ
の
可
能

性
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
元
気
に
活
動
さ
れ

る
方
々
や
様
々
な
活
動
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
等
に
触
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
大
き
な
可
能
性
を
感

じ
た
そ
う
で
す
。
も
の
す
ご
く

色
々
な
事
が
で
き
る
ぞ
、
と
。

そ
こ
か
ら
、
今
日
の
こ
の
講
演

の
お
話
が
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
初
め
に
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。 

講 

演 

■
地
域
づ
く
り
、
学
校
づ
く

り
、
人
づ
く
り 

地
域
づ
く
り
、
学
校
づ
く

り
、
人
づ
く
り
は
密
接
な
関
係

に
あ
る
。
地
域
づ
く
り
や
学
校 

作
り
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
立
場
、
い
ろ
い
ろ
な

年
齢
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と

で
子
ど
も
達
は
短
期
間
で
本

当
に
驚
く
ほ
ど
成
長
を
と
げ

る
。
子
ど
も
達
が
ど
れ
だ
け
伸

び
る
か
は
ど
れ
だ
け
出
会
い

の
場
を
作
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
。 

 ■
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
は
子
ど
も

達
が
伸
び
る
た
め
に
地
域
・
学

校
の
中
で
様
々
な
出
会
い
の

場
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

こ
と
で
あ
る
。
と
に
か
く
意
識

的
に
地
域
と
学
校
と
子
ど
も

を
繋
ぐ
出
会
い
の
場
作
り
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

■
運
営
に
際
し
て
大
切
な 

三
要
素 

①
地
域
と
関
わ
る
場
合
地
域

が
本
当
に
喜
ぶ
こ
と
は
何
な

の
か
を
ま
ず
見
極
め
る
こ
と
。

そ
し
て
目
の
前
に
あ
る
課
題

に
積
極
的
に
対
忚
し
て
い
く

こ
と
。 

②
思
い
や
り
の
あ
る
場
作
り

を
す
る
こ
と
。
皆
忙
し
い
中
で

の
活
動
だ
が
、
お
互
い
が
思
い

合
う
だ
け
で
チ
ー
ム
が
う
ま 

く
回
り
い
い
成
果
を
出
せ
る
。 

ま
た
、
会
議
が
楽
し
く
な
る
工

夫
が
必
要
。
そ
し
て
、
出
来
な

い
理
由
で
は
な
く
で
き
る
方

法
を
皆
で
考
え
る
前
向
き
な

雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。 

③
お
互
い
の
考
え
を
リ
ス
ぺ

ク
ト
す
る
こ
と
。
ど
の
団
体
で

も
求
心
力
を
持
つ
た
め
に
は
、

目
的
の
共
有
が
必
要
だ
が
、
い

ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
つ
人
が

存
在
す
る
。
お
互
い
の
考
え
を

リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
気
持
ち
が

あ
れ
ば
そ
こ
か
ら
先
は
う
ま

く
回
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
子
ど

も
達
に
も
何
回
と
な
く
発
信

し
つ
づ
け
る
べ
き
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
達
は
間
違
い

な
く
助
け
合
う
集
団
に
な
っ

て
く
る
。 

 

 
講
演
会
の
様
子 

講
演
の
最
後
に
宮
木
氏
は
、

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
学

校
づ
く
り
の
主
役
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
、
企
画
を

お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
学

生
を
連
れ
て
出
向
い
て
い
き

ま
す
の
で
い
ろ
い
ろ
と
お
声

掛
け
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。 

 参
加
者
と
の 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

地
域
に
関
わ
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
高
校
か
ら
活
動
内

容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

防
災
訓
練
参
加
、
ベ
ン
チ
を

作
り
地
元
の
商
店
街
に
寄
付
、

地
域
の
清
掃
、
小
中
学
校
に
野

菜
の
作
り
方
を
教
え
る
な
ど

で
す
。 

地
域
の
ニ
ー
ズ
は
千
差
万

別
な
の
で
活
動
を
す
る
場
合

は
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
て
い
く
の
も
良
い
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 質
疑
応
答 

質
問
者
・
・
意
見
が
活
発
に

な
る
会
議
の
人
数
と
い
う
の

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
木
氏
・
・
一
〇
人
以
下
だ

と
双
方
向
性
が
あ
り
意
見
が

活
発
に
な
り
ま
す
。
皆
が
打
ち

解
け
る
た
め
の
仕
組
み
と
し

て
最
初
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、 

あ
だ
名
で
呼
び
合
う
な
ど
、
工 

夫
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

質
問
を
す
る
聴
講
者 

  

【
宮
木
い
っ
ぺ
い
氏 

 
 
 
 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

東
京
都
文
京
区
出
身 

慶
忚
義
塾
大
学
経
済
学
部
、
同

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士

課
程
、
博
士
課
程
。 

現
在
、
法
政
大
学
大
学
院
政
策

創
造
研
究
科
准
教
授
。
大
学
で

は
講
義
・
研
究
だ
け
で
な
く
産

官
学
連
携
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
り
全
国
を
駆
け

回
っ
て
い
る
。 

一
九
九
五
年
よ
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｃ
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
代
表
理

事
。
毎
年
モ
ン
ゴ
ル
で
エ
コ
教

室
と
森
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
活
動
を
続
け
て
い
る 

 

平成 22 年度東京都教育委員会委託事業 

高等学校ＰＴＡリーダー研修会 
講 師 宮木いっぺい先生 

平成 22年 12月 10日（金） 国立オリンピック記念青少年記念センター 

宮木いっぺい先生 
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今
ま
で
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
通
じ
て
、
地
区
の
懇
親
を
は

か
っ
て
き
た
西
部
北
地
区
だ

が
、
も
っ
と
手
軽
で
準
備
も
簡

単
な
も
の
は
無
い
か
と
、
地
区

の
役
員
会
で
話
が
出
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
試
験
的
に
二
月

二
十
七
日
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
、
東
大
和
市
駅
前
の
ビ
ッ 

共
に
時
間
を
共
有
で
き
る
こ

と
。
見
学
や
体
験
の
楽
し
さ
は

勿
論
で
す
が
、
と
に
か
く
ず
っ

と
お
喋
り
が
で
き
る
こ
と
。
バ

ス
の
中
も
歩
い
て
い
る
時
も

話
の
花
で
満
開
で
し
た
。 

単
Ｐ
会
長
か
ら
地
区
の
会

長
会
の
輪
へ
。
そ
れ
が
東
京
大

会
を
経
て
太
い
絆
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
絆
は
次
年

度
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
バ
ス

ツ
ア
ー
を
通
し
て
わ
か
っ
た

こ
と
。
そ
れ
は
「
全
員
が
子
ど

も
大
好
き
。
親
と
し
て
今
を
生

き
て
い
る
こ
と
に
喜
び
溢
れ

て
い
る
」
そ
し
て
「
子
ど
も
を

通
し
て
夢
を
い
っ
ぱ
い
見
て

い
る
」
こ
と
。 

大
好
き
な
仲
間
た
ち
へ
、
ま

た
夢
の
実
現
に
向
け
一
緒
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
さ
あ
次
の
目

的
地
は
ど
こ
に
し
ま
し
ょ
う

か
。 

グ
ボ
ッ
ク
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
十
二
校
か
ら
二

十
四
名
の
参
加
と
な
り
、
マ
イ

ボ
ー
ル
・
マ
イ
シ
ュ
ー
ズ
持
参

で
の
ぞ
む
役
員
も
い
ま
し
た
。 

チ
ー
ム
は
各
校
シ
ャ
ッ
フ

ル
で
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
Ｐ 

Ｔ
Ａ
役
員
と
の
混
成
チ
ー
ム

で
二
ゲ
ー
ム
を
戦
い
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
・
ス
ペ
ア
が
出
れ

ば
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
盛
り
上
が

り
、
ガ
ー
タ
ー
が
出
れ
ば
み
ん

な
で
「
あ
ー
」
と
声
を
上
げ
、 

ӳ
᷂
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大
会
の
直
前
ま
で
一
人
ひ

と
り
が
大
会
テ
ー
マ
と
向
き

合
い
、
来
て
い
た
だ
い
た
方
に

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
！
」
と

心
に
残
る
大
会
に
し
よ
う
と

必
死
で
取
り
組
ん
だ
東
京
大

会
の
成
功
は
全
員
の
総
力
で

成
し
得
た
も
の
と
自
負
し
て

い
ま
す
。 

そ
ん
な
仲
間
た
ち
と
「
こ
の

ま
ま
別
れ
る
の
は
寂
し
す
ぎ

る
よ
ね
」
と
結
成
さ
れ
た
西
部

南
地
区
二
十
一
年
度
会
長
会

「
な
む
ら
組
」
は
、
二
十
二
年

度
会
長
会
と
合
同
に
て
バ
ス

研
修
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

遊
び
の
会
に
す
る
に
は
勿

体
無
く
、
南
多
摩
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

Ｏ
Ｂ
で
、
ゼ
ネ
コ
ン
界
初
の
女

性
現
場
副
所
長
の
須
田
久
美 

子
さ
ん
の
案
内
で
、
「
圏
央
道

・
裏
高
尾
橋
梁
工
事
現
場
」
見

学
を
実
施
。
自
然
を
守
る
た
め

の
工
事
の
工
夫
や
ゼ
ネ
コ
ン

界
で
働
く
女
性
の
取
組
な
ど

を
学
び
、
参
加
者
全
員
が
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
作
業
衣
、
軍
手
を
着

用
し
開
通
前
の
橋
梁
を
歩
き

ま
し
た
。
橋
梁
か
ら
見
え
る
新

宿
方
面
の
景
色
は
と
て
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

そ
の
後
、
一
行
は
山
梨
方
面

に
向
か
い
、
「
あ
ん
ぽ
柿
手
作

り
体
験
」
。
こ
こ
で
は
全
員
が

普
段
見
せ
た
こ
と
の
な
い
表

情
と
手
つ
き
で
柿
の
皮
を
剥

い
た
り
、
干
し
た
り
の
作
業
。

そ
の
後
、
あ
ん
ぽ
柿
を
使
用
し

た
ス
イ
ー
ツ
作
り
を
地
元
の

若
い
農
家
の
方
に
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
週
間
後

に
完
成
し
た
柿
を
食
べ
ま
し

た
が
本
当
に
甘
く
て
美
味
し

か
っ
た
で
す
。 

バ
ス
ツ
ア
ー
の
醍
醐
味
は 

上
手
下
手
関
係
な
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後

は
近
く
の
中
華
料
理
店
で
懇

親
会
、
成
績
発
表
で
ま
た
、
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。 

普
段
は
な
か
な
か
交
流
を

も
た
な
い
役
員
達
と
も
話
が

弾
み
、
有
意
義
な
情
報
交
換
の

場
に
。
今
後
、
調
整
も
必
要
で

す
が
、
地
区
の
懇
親
会
と
し
て

は
ま
ず
ま
ず
の
成
果
が
あ
っ

た
と
手
ご
た
え
を
感
じ
た
一

日
で
し
た
。 

 

輝
く 
 
  

 

高
校
生 

  

 
 

片
倉
高
等
学
校 

 
 
 
 

吹
奏
楽
部
は
、
現
在
九
十
二

名
で
、”

Ｌ
ｅ
ｔ
‘
ｓ 

Ｇ
ｒ
ｏ

ｏ
ｖ
ｅ
！”(

み
ん
な
で
一
緒

に
ノ
リ
ノ
リ
で
楽
し
も
う

よ
！)

を
合
言
葉
に
、
毎
日
楽

し
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

地
域
・
社
会
に
貢
献
す
る
チ
ャ

リ
ィ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

出
演
や
定
期
演
奏
会
の
開
催

の
ほ
か
に
、
毎
年
各
種
の
全
国

大
会
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

最
大
の
目
標
で
あ
る
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
は
、
昭
和
十
五
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
大

会
で
す
。
近
年
は
吹
奏
楽
の
甲

子
園
と
も
言
わ
れ
る
高
校
生

憧
れ
の
舞
台
、
普
門
館
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
予
選
参
加
一
五

三
九
校
中
全
国
大
会
に
進
め

る
の
は
二
十
九
校
と
狭
き
門

の
中
、
東
京
都
代
表
と
し
て
出

場
し
、
２
年
連
続
金
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
他
に
、
日
本
管
楽

合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
最
優
秀

賞
」「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
賞
」
、
全

日
本
高
等
学
校
吹
奏
楽
大
会

in

横
浜
で
「
連
盟
会
長
賞
」
特

別
賞
の
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
賞
」
を

受
賞
し
、
三
つ
の
全
国
大
会
で

良
い
成
績
を
修
め
る
事
が
で

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
の
五
月
四
日
、

五
日
に
片
倉
高
校
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
定
期
演
奏
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は

h
ttp

://w
w

w
.y

a
m

a
m

o
m

o
n

o
ka

i.c
o
m

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

今
後
の
全
国
大
会
出
場
予

定
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。 

○
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

コ
ン
テ
ス
ト(

鹿
児
島)

 

三
月
十
九
日(

土)
 

金
管
八
重
奏 

○
全
日
本
高
等
学
校
選
抜 

吹
奏
楽
大
会(

浜
松)

 

  

三
月
二
十
七
日(

日)
 

 

 
 

野
津
田
高
等
学
校 

 
 

○
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部 

都
立
高
校
で
は
、
唯
一
の
部

活
動
で
す
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協

会
の
指
導
者
を
招
き
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
指
導
を
受
け
、
部
活
動

を
し
て
い
ま
す
。 

◆
実
績 

三
年
生
女
子 

七
月 

イ
ン
ド 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会 

１
０
位
入
賞 

十
一
月 

フ
ラ
ン
ス 

世
界
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
年
齢

別
（
十
七
～
十
八
）
選
手
権 

 

ダ
ブ
ル
ミ
ニ
六
位
入
賞 

 ○
手
話
部 

福
祉
科
が
あ
る
都
立
学
校

と
い
う
こ
と
も
あ
り
部
員
も

多
く
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
入
学
式
や
卒
業
式
に

は
壇
上
に
て
手
話
通
訳
を
行

う 

っ
て
い
ま
す
。
（
司
会
進
行
の

通
訳
は
も
と
よ
り
、
校
長
先
生

や
来
賓
方
の
祝
辞
、
校
歌
や
全

員
合
唱
等
も
通
訳
し
て
い
ま

す
！
） 

◆
実
績 

関
東
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
授
賞
式 

十
一
月
二
十
日
（
土
） 

 

第
十
四
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ピ
リ
ッ
ト
賞 

受
賞 

 

 

 

http://www.yamamomonokai.com/
http://www.yamamomonokai.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先
日
、
就
職
が
決
ま
っ
た

東
大
生
に
話
を
聞
い
た
。
百

社
近
く
受
け
、
最
終
的
に
地

元
の
金
融
機
関
に
決
め
た
と

の
こ
と
。
東
大
生
で
さ
え
こ

れ
ほ
ど
の
数
の
会
社
を
受

け
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
と
て
も
驚
い
た
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
矢
先
、
二

月
末
、
就
活
帰
り
の
大
学
生

が
山
口
県
で
引
き
起
こ
し
た

バ
ス
横
転
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
今

の
子
ど
も
た
ち
は
、
我
々
の

想
像
以
上
に
厳
し
い
状
況
に

晒
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。 

都
高
Ｐ
で
は
、
こ
の
三
年

間
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
組
ん

で
き
た
。
近
年
の
厳
し
い
就

職
状
況
の
中
で
、
次
世
代
の

担
い
手
を
ど
う
育
て
る
か
は

喫
急
の
課
題
と
し
、
平
成
二

十
二
年
一
月
に
女
子
栄
養
大

学
の
染
谷
忠
彦
先
生
、
七
月

に
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策

研
究
研
修
機
構
の
下
村
英
雄

先
生
、
八
月
の
全
国
大
会
で
、

立
教
大
学
の
小
島
貴
子
先
生

に
講
演
い
た
だ
い
た
。 

染
谷
先
生
は
、
大
学
で
長

年
学
生
と
接
す
る
中
で
、
二

十
年
前
か
ら
学
生
が
変
化
し

て
き
た
こ
と
に
気
づ
か
れ
、

大
学
に
入
る
ま
で
の
子
ど
も

と
保
護
者
の
関
わ
り
方
の
変

化
が
原
因
と
指
摘
。
子
ど
も

の
進
路
決
定
に
保
護
者
が
大

き
な
影
響
力
を
与
え
て
お
り 

 

今後のスケジュール 
 

２月２１日( 月)  

荻窪事務所の営業開始 

４月２６日( 火)  

 第５回運営委員会 

５月１９日( 木)  

第３回全都会長会 

５月２４日( 火)  

 第６回運営委員会 

６月１１日( 土)  

 定期総会 

ȫɡɨȠ ǯ˲ ɎɱȭǲǛӲҘǖǧǜǋ  

保
護
者
の
古
い
大
学
観
を
変

え
る
に
は
、
ま
ず
大
学
を
訪

ね
て
現
状
の
大
学
を
し
っ
か

り
知
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

ら
れ
た
。 

下
村
先
生
は
、
心
理
学
の

観
点
か
ら
、
現
代
は
物
事
の

変
化
が
速
く
多
様
に
な
っ
て

き
た
。
例
え
れ
ば
、
昔
は
「
汽

車
の
時
代
」
で
あ
り
、
汽
車

に
乗
せ
れ
ば
安
心
で
き
た

が
、
今
は
「
自
動
車
の
時
代
」

で
あ
り
、
自
動
車
に
乗
せ
、

運
転
の
仕
方
ま
で
学
ば
せ
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
そ
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
本

は
家
庭
に
あ
り
、「
あ
な
た
が

い
て
良
か
っ
た
」
と
の
一
言

が
、
子
ど
も
の
全
面
的
受
容

と
な
り
、
職
業
意
識
の
形
成

に
良
い
影
響
を
与
え
る
。
ま

た
「
う
ま
く
や
れ
る
」
と
思

っ
た
子
ほ
ど
就
職
活
動
の
結

果
が
良
い
と
の
こ
と
。 

キ
ャ
リ
ア
教
育(

ガ
イ
ダ

ン
ス)

は
、
子
ど
も
を
ど
こ
か

旅
行
に
出
す
と
捉
え
、「
ど
こ

に
行
き
た
い
か
」
自
分
で
考

え
さ
せ
、
行
き
先
が
決
ま
り
、

「
ど
う
す
れ
ば
行
け
る
？
」

「
準
備
は
何
が
必
要
？
」
と

聞
い
て
き
た
ら
答
え
る
。
親

は
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
の

側
方
支
援
と
述
べ
ら
れ
た
。 

小
島
先
生
は
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
轍
に
例
え
、「
自
分
は

ど
っ
ち
の
方
向
に
、
ど
こ
ま

で
来
た
の
か
？
」「
こ
れ
か
ら

ど
こ
に
向
か
う
の
か
？
」
は
、 

轍
を
振
り
返
る
こ
と
で
初
め

て
わ
か
る
。
ま
た
、
日
々
の

積
み
重
ね
が
、
未
来
の
キ
ャ

リ
ア
を
作
る
と
述
べ
、
就
職

後
成
長
す
る
の
は
自
立
し
て

い
る
子
で
、
自
立
が
自
信
に

繋
が
り
伸
び
て
行
く
と
指

摘
。
人
生
八
十
年
を
二
十
四

時
間
に
例
え
る
な
ら
、
二
十

歳
は
午
前
六
時
、
そ
れ
ま
で

は
夢
見
る
時
間
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
夢
を

見
さ
せ
て
、
そ
の
夢
を
た
く

さ
ん
の
人
に
聞
い
て
貰
う
こ

と
が
大
切
と
述
べ
ら
れ
た
。 

近
年
の
就
職
難
は
、
千
名

以
上
の
有
名
企
業
に
偏
り
、

高
い
技
術
は
あ
っ
て
も
名
前

が
知
ら
れ
て
い
な
い
中
小
企

業
の
就
職
口
は
余
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
夢
を
見
つ
け
、
そ
こ

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
就
職
活

動
を
す
る
な
ら
ば
、
今
の
よ

う
な
状
況
に
は
陥
っ
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、
ま
ず
家
庭
に

あ
り
、
学
校
と
一
体
と
な
っ

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

皆
さ
ん
の
社
会
経
験
、
苦

労
、
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
話
す
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
持
た
せ
、
夢
を
実

現
さ
せ
る
側
方
支
援
に
繋
が

り
ま
す
。
都
高
Ｐ
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
人
材
バ
ン
ク
に
、
ご

登
録
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

今
年
度
は
、『
高
校
生
と
食

～
い
の
ち
・
食
の
未
来
を
考

え
る
～
』
を
テ
ー
マ
に
、
東

京
地
区
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
講
師
に
は
、
食
育
の

第
一
人
者
で
あ
る
服
部
幸
應

先
生
を
お
招
き
し
、
基
調
講

演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。 

 

是
非
、
皆
様
に
ご
参
加
頂

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。 

日
時 

平
成
二
十
三
年 

七
月
九
日(

土)
 

 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

会
場 

星
陵
会
館 

（
日
比
谷
高
校
隣
） 

ア
ク
セ
ス 

 

地
下
鉄
永
田
町
駅 

徒
歩
３
分 

講
師 

服
部
幸
應
先
生 

 

服
部
栄
養
専
門
学
校
校
長 

医
学
博
士 

 

服
部
幸
應
先
生 

ᶥ ˬ᷂ӢẎ̝ǵǛ К 

東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会 新事務所のご案内 
 

荻窪駅西口 

東
京
電
力 

ローソン 

事務所は

２Ｆです 

すずらん通り 

セブンイレブン 

 至 新宿 至 八王子 

 

住所 

〒167- 0052 

東京都杉並区南荻窪 4- 29- 10 田丸ビル 205 

TEL 03(5941)5067 

FAX 03(5941)5068 

アクセス 

荻窪駅から徒歩３分 

 e-mail tokopren@gol.com 

 URL  http://www.tokopren.com/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


